
岩田紀生先生の
子育てセミナー

   8       30   (thu)    10：30 ～ 12：00/

  8      23   (thu)    10：30 ～ 12：00
①適期教育と子育ての重要課題

学校法人岩田学園学園長

②保護と過保護のボーダーライン

平成３０年度ぴゅあ総合 普及・啓発事業

早稲田大学卒業・米国ミズーリ―州立大学卒

1966年～学校法人岩田学園勤務（学級担任4年経験）

1980年～園長。2017年～学園長。1989年『幼児知的能力発達診断システム』を開発。

ギルフォード知能教育園長会会長。韓国・チェヌン大学客員教授。

著書『勇気がわいてくる子育て70の言葉』（サンマーク出版）

ぴゅあ総合
山梨県立男女共同参画推進センター

〒400-0862　甲府市朝気1-2-2
TEL:055-235-4171 FAX:055-235-1077
sogoevent@yamanashi-bunka.or.jp

主
催
・
お
問
い
合
わ
せ

「ぴゅあ総合」で検索！
「フォロー」すると最新情報が受け取れます。

楽天堂内科
整形外科裏

印傳屋

■日時：①８月２３日（木）　②８月３０日（木）　AM10：30～ 12：00

■会場：山梨県立男女共同参画推進センターぴゅあ総合

■対象：子育て中のおかあさん、おとうさん　■定員：40名　■託児：あり（要予約）

同じものを見てもその感じ方や対応の仕方は、一人ひとり微妙に異なります。人間性の原点である知能
には120の因子があり、そのバランスの違いが個性を演出しているのです。
知能は様々な経験を通して培われ、6歳頃までにほぼ80％が完成してしまいます。
人生の基礎を身に付けるのが幼児期。自分の人生を、自分が主人公になっていきいきと生きていく意欲
や態度を身に付けるために、年齢ごとの子育ての在り方を考えてみましょう。

子育てとは「自立までの援助」。愛情いっぱいの父母や家族の援助で、お子様の確かな「自立」を応援
してあげましょう。しかし過剰な援助はお子様の自立を妨げてしまいます。
手や力を貸してあげるのが「保護」ですが、余計な手を貸しすぎると「過保護」となり、依頼心の強い
子を育ててしまうことになります。
お子様の年齢や成長の様子を見守り、より適切な援助の仕方を考えていきましょう。

講師：岩田紀生先生（学校法人岩田学園学園長）
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